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日本のコミュニケーション
研究はどこへ行くのか？：

今後の方向性について



3つの論点

• 1）学際的研究者としての肯定的アイデンティティを醸成する

場としての学会

• 2）ノンヒューマンを射程とするコミュニケーション／ディス

コースの研究：人と人のやりとりを脱中心化  

• 3）日本を含むアジアの思想を活用したコミュニケーション理

論の生成



研究者のアイデンティティ
コミュニケーション＝学際的研究分野
→コンプレックス

•学際的研究分野においては、院生や若手研究者が

アイデンティティクライスに陥りやすい。

•後発学問としての引け目・コンプレックス

•「異文化コミュニケーション」 科研の区分では、

外国語教育の下位カテゴリー

•よりエスタブリッシュされた分野への回帰



学際的研究分野で育った肯定的感覚

•⇔学際分野育ち→その社会的ニーズと有用性を肌で感

じ育ってきた＋学問分野間の相互浸透という現実

•さまざまな知見の背景にある存在論、認識論、方法論、

価値論、記述スタイルなどを踏まえて、知見を論理整

合的に組み合わせて、ある事象を読み解いてく面白さ

を実感してきた→学際的分野で育ち、ポジティブな感

覚が醸成された。



（異文化）コミュニケーション研究における
系譜（環境をその射程に含む）の発展的継承→2つの方向性

• 源泉：

• 伝統的系譜における「環境・ノンヒューマン」

• →①クラックホーン＆ストロドベック（1961）の価値志向の
研究における「自然」と人間の関係

• →②コンドン＆ユーセフ（1975）ヒューマン／ノンヒューマ
ン（An Introduction to Intercultural Communication 第5章 From values 

to beliefs: Human nature, nature, the supernatural）



日本における継承の一例

• 異文化コミュニケーション研究科（立教大学）の設置→環境コミュニケーション専攻 

環境→分野横断性の象徴   土壌としての関係性を重視する文化か？

• 石井敏（2008）「人間と人間、人間と自然、人間と超自然の異文化コミュニケーショ

ン : 新しい研究分野の開拓をめざして」『異文化コミュニケーション論集』6, 9-17. →

人間、自然、超自然（特定文化の生活世界へアクセスするうえで重要な糸口）→日本

を含めた東洋の知見を活かした研究の具現化 ※構造主義・本質主義

• 『異文化コミュニケーション学への招待』コミュニケーション学と環境学の接合：記

号論の介在→「環境・ノンヒューマン」をめぐる記号論的・コミュニケーション論的

転回



１つの潮流・方向性：
ノンヒューマンを射程とするコミュニケーション研究

• ミクロ・メゾ・マクロなコンテクストのなかで生成されるコミュ
ニケーション出来事という記号論的現象を中心に据える ※コン
テクスト≒文化的コンテクスト

• 生成されるもの、ことを中心に考えるコミュニケーション研究

• ノンヒューマン（テクノロジー[AI]、環境・・）もディスコース
を介して生成されている→「他者の拡張」

• パラレルな現象：組織ディスコース研究におけるモノへの着目



まとめ：3つの方向性

•学際的研究分野でトレーニングを受け、それを是とする

若手研究者の肯定的アイデンティティの醸成

•記号論的視座から、環境（自然・超自然）、モノといっ

たノンヒューマンを射程したコミュニケーション研究

•日本を含めたアジア圏の視点を活かしたコミュニケー

ション理論の生成：多元的察し
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